
※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

佐賀市総務部財政課

令和６年度

統一的な基準による財務書類

分析資料

佐賀市

令和８年３月



Ⅰ  令和６年度  佐賀市財務書類の公表について

　 　

　　　　　

　平成１８年６月に成立した「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」
を契機に、地方の資産・債務改革の一環として「新地方公会計制度の整備」が位置づけられました。
これにより「新地方公会計制度研究会報告書」で示された「基準モデル」又は「総務省方式改訂モデ
ル」を活用して、地方公共団体単体及び関連団体等を含む連結ベースでの財務書類を人口３万人以上
の都市においては、平成２１年度までに整備し公表するよう通知されました。

　しかし、平成２６年４月３０日に財務書類の作成方法の統一化のための「今後の新地方公会計の推
進に関する研究会報告書」が取りまとめられ、平成２７年１月２３日に「統一的な基準による地方公
会計マニュアル」が取りまとめられました。本市では平成２８年度から「統一的な基準」により財務
書類を作成することにしました。これにより団体間の比較可能性が確保され、決算分析や予算編成に
活用しています。

　

※　全体とは、一般会計等に特別会計を含めたもので、連結とは、全体に外郭団体を含めたものです。

なお、外郭団体のうち第三セクターについては、市の出資比率が５０％以上の団体を対象としてい
ます。

　こうした状況を踏まえ、本市では平成２１年度から「基準モデル」により資産台帳の整備に着手
し、複式簿記に基づき発生主義による財務書類を作成することにより、本市が所有する全ての資産と
負債状況や行政サービスに要したコストを把握してまいりました。

連結対象とした会計の範囲

１０００１０００００００００１

外郭団体等[ ６会計]

特別会計[ 8会計]

連 結

全 体

一般会計等[ ４会計]

連結対象とした会計の範囲

１０００１０００００００００１

佐賀県後期高齢者医療広域連合、佐賀中部広域連合、佐賀東
部水道企業団、佐賀西部広域水道企業団水道用水供給事業、天山地区共同衛生処理場組合、
天山地区共同斎場組合、佐賀市土地開発公社、（財）佐賀市文化振興財団、（財）佐賀市
スポーツ協会、㈱佐賀資源化センター、㈲熊の川温泉ちどりの湯、三神地区環境事務組合、
脊振共同塵芥処理組合、（財）嘉瀬川水辺環境整備センター

外郭団体[ １４会計]

一般会計

国民健康保険特別会計、国民健康保険診療所特別会計、後期

高齢者医療特別会計、自動車運送事業会計、水道事業会計、富士大和温泉病院事業会計、

工業用水道事業会計、下水道事業会計

特別会計[ ８会計]

連 結

全 体

一般会計等[ １会計]
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ⅡⅢ 令和６年度  財務書類 （要約）

（１）貸借対照表（バランスシート）（令和7年3月31日）

（単位：百万円）

金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率

(１)固定資産 305,516 97% 465,676 96% 491,661 95% (１)固定負債 91,068 29% 205,468 42% 216,159 42%

（1）有形固定資産 285,721 91% 444,470 91% 464,461 90% ①地方債等 78,435 25% 134,018 28% 138,641 27%

　①事業用資産 128,887 41% 130,384 27% 134,652 26% ②退職手当引当金 12,633 4% 15,749 3% 18,371 4%

　②インフラ資産 154,731 49% 297,399 61% 309,734 60% ③その他 0 0% 55,700 11% 59,148 11%

　③物品 2,103 1% 16,687 3% 20,074 4% (２)流動負債 10,188 3% 16,378 3% 17,613 3%

（2）無形固定資産 89 0% 911 0% 3,837 1% ①１年内償還予定地方債等 8,888 3% 13,405 3% 13,966 3%

（3）投資その他の資産 19,707 6% 20,294 4% 23,363 5% ②未払金 3 0% 1,231 0% 1,516 0%

　①投資及び出資金 3,796 1% 3,796 1% 1,053 0% ③その他 1,297 0% 1,743 0% 2,131 0%

　②長期延滞債権 568 0% 1,096 0% 1,117 0%

　③基金 15,286 5% 15,388 3% 21,102 4% 101,256 32% 221,846 46% 233,772 45%

　④徴収不能引当金 -16 0% -50 0% -62 0%

　⑤その他 72 0% 63 0% 154 0% 固定資産等形成分 312,726 99% 473,305 97% 497,941 96%

(２)流動資産 9,733 3% 20,635 4% 26,090 5% 余剰分（不足分） -98,732 -31% -208,840 -43% -214,059 -41%

①現金預金 1,926 1% 10,845 2% 15,733 3%

②未収金 148 0% 2,107 0% 2,451 0%

③財政調整基金等 7,694 2% 7,694 2% 7,777 2%

④徴収不能引当金 -35 0% -45 0% -56 0%

⑤その他 0 0% 33 0% 185 0% 213,993 68% 264,465 54% 283,979 55%

315,250 100% 486,310 100% 517,751 100% 315,250 100% 486,310 100% 517,751 100%

住民一人当たり

資産の部 140 万円 215 万円 229 万円 負債の部 45 万円 98 万円 104 万円

純資産の部 95 万円 117 万円 126 万円

（１）‐(１)有形固定資産 ①事業用資産 ： 庁舎や学校などの有形固定資産

　　　　　　　　　　　　　　　 ②インフラ資産 ： 道路や河川などの社会基盤となる資産

　　　　　　　　　　　　　　 ③物品 ： 器具備品や機械装置などの資産

（１）‐(2)無形固定資産　　　　ソフトウェア等無形の資産

（１）‐(3)投資その他の資産　①投資及び出資金 ： 運用目的の有価証券や出資金等の資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②長期延滞債権 ： 税等の未収金や貸付金などの回収期限到来後１年を経過した資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③基金 ： 特定の目的のために積立した資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④徴収不能引当金 ： 長期延滞債権や長期の貸付金に対して徴収不能とみられる金額を見積り引当した金額

（２）流動資産　　　　　　　　　　①現金預金 ： 形式収支額（歳入歳出の差し引き額）や歳計外現金などの現金や預金の資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②未収金 ： 税収や使用料手数料のうち回収期限到来後１年を経過していない資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③財政調整基金等 ： 財政調整基金や１年以内に地方債の償還に充てられる減債基金

（１）固定負債　　　　　　　　　　　①地方債等 ： 地方債・借入金残高のうち翌年度に償還する額を除いた残高

　　　　　　　　　　　　　　　　　②退職手当引当金 ： 将来の退職者に対する給付すべきこととなる退職金の引当額

（２）流動負債　　　　　　　　　　　①１年内償還予定地方債等 ： 地方債・借入金残高のうち翌年度償還予定額

　　　　　　　　　　　　　　　　　②未払金 ： 企業会計団体の財貨または用役の提供を受けたが、支払が済んでいない残高

◎　純資産合計　　　　　　　　　　これまでの世代が負担して蓄積された資産

※　令和７年３月３１日の佐賀市の人口： 人

※四捨五入したため一致しない部分があります。

負債の部合計

純資産の部

純資産の部合計

負債・純資産の部合計

全体

225,700

 

資産の部合計

連結一般会計等項目

　今までに佐賀市では、一般会計等ベ－スで3,152億円、全体ベースで4,863億円、連結ベースで5,178億円の資産を形成してきています。

　そのうち、純資産である、2,140億円（一般会計等）、2,645億円（全体）、2,840億円（連結）については、これまでの世代の負担で支払いが済んでおり、負債であ
る1,013億円（一般会計等）、2,218億円（全体）、2,338億円（連結）について、これからの世代が負担していくことになります。

項目 一般会計等 全体 連結

令和７年３月３１日現在に保有する資産、負債、純資産を表示したもので、地方自治体が、住民サービスを提供するために保有している資産と、その
資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたのかについて、総括的に示したものです。行政的には、資産は、サービス提供能力を示し、負債
は、将来世代の負担を示し、純資産は、現在までの世代の負担と捉えます。

資産の部 負債の部

項目
一般会計等 全体 連結

項目
全体 連結一般会計等

概 要

項目の説明

－2－



（2）行政コスト計算書及び純資産変動計算書（令和6年4月1日から令和7年3月31日）

（単位：百万円）

金額 比率 金額 比率 金額 比率

109,404 102% 147,427 108% 198,854 107%

17,728 16% 21,212 16% 24,848 13%

29,256 27% 39,647 29% 43,017 23%

うち減価償却費 8,968 8% 14,729 11% 15,906 9%

964 1% 2,074 2% 3,024 2%

61,456 57% 84,495 62% 127,964 69%

3,840 4% 13,395 10% 15,786 9%

1,956 2% 2,026 1% 2,070 1%

18 0% 20 0% 22 0%

107,501 100% 136,038 100% 185,115 100%

101,655 95% 130,801 96% 179,946 97%

63,871 59% 72,123 53% 96,990 52%

37,784 35% 58,678 43% 82,956 45%

本年度差額 -5,846 -5% -5,237 -4% -5,169 -3%

６　資産評価差額 0 0% 0 0% 0 0%

７　無償所管替等 1,280 1% 1,425 1% 1,334 1%

８　その他の純資産変動額 67 0% 69 0% -385 0%

本年度純資産変動額 -4,500 -4% -3,742 -3% -4,220 -2%

前年度末純資産残高 218,493 - 268,206 - 288,199 -

本年度末純資産残高 213,993 - 264,465 - 283,979 -

※固定資産等の変動（内部変動）・固定資産等形成分 -8,137 - -9,521 - -8,596 -

・有形固定資産等の増加 3,048 - 12,029 - 13,497 -

・有形固定資産等の減少 9,358 - 19,693 - 21,424 -

・貸付金・基金等の増加 2,876 - 2,977 - 4,160 -

・貸付金・基金等の減少 4,704 - 4,835 - 4,829 -

住民一人当たり

48 万円 60 万円 82 万円

45 万円 58 万円 80 万円

-3 万円 -2 万円 -2 万円

１　経常費用　 ①人件費 ： 職員給与や議員報酬、退職給付費用など
　　　　 ②物件費等 ： 備品や消耗品、委託費、使用料施設等の維持修繕に係る経費や事業用資産の減価償却費など

③その他の業務費用 ： 地方債、関係団体の借入金の償還利子や徴収不能引当金繰入額など
④移転費用 ： 住民への補助金や児童手当、生活保護費などの社会保障費など

２　経常収益　 施設を使用した際に徴収する使用料や証明書の発行手数料、財産売払収入、雑入など
３　臨時損失　 災害復旧事業費、資産の除売却損など臨時に発生するもの
４　臨時利益　 資産の売却益など臨時に発生するもの
５　財源　 ①税収等 ： 市税や利子割交付金などの交付金、特別会計の保険料等の収入など

　　 ②国県等補助金 ： 国や都道府県からの補助金収入
６　資産評価差額　 有価証券等の評価差額など
７　無償所管替等　 無償で譲渡または取得した固定資産の評価額等など
※固定資産の変動 有形固定資産・貸付金・基金等将来世代に対する資産形成の状況をいう

※四捨五入したため一致しない部分があります。

　令和６年度の純行政コストは、一般会計等ベ－スで1,075億円、全体ベース1,360億円、連結ベースで1,851億円でした。

　住民の皆さんが負担した市税や国県等補助金などの財源は、一般会計等ベ－スで1,017億円、全体ベースで1,308億円、連結ベー
スでは1,799億円でした。

　純行政コストと財源に資産評価差額,無償所管替等を加減した本年度純資産変動額は、一般会計等ベ－スで△45億円、全体ベー
スで△37億円、連結ベースで△42億円であり、将来返済しなくてよい財産が一般会計等､全体、連結すべてで減少しました。

３　本年度差額　(２財源－１純行政コスト)

２　経常収益

①　税収等

②　国県等補助金

項目 全体 連結

３　臨時損失

４　臨時利益

１　純行政コスト

　また、将来の世代に対する固定資産の変動状況ですが、一般会計等ベ－スで△81億円、全体ベースで△95億円、連結ベースで△
86億円となり､一般会計等､全体、連結すべてで減少しました。

　行政コスト計算書は、１年間の行政運営コストのうち、福祉サービスなどの提供といった資産形成に結びつかない行政
サービスに要したコストを人件費、物件費、その他の業務費用、移転費用に区分して表示したものです。

５　財源

純行政コスト

②　物件費等

１　経常費用　計　(行政コスト総額)

①　人件費

項目
一般会計等 全体 連結

　純資産変動計算書（ＮＷＭ）は、純資産（過去の世代や国・都道府県が負担した将来返済しなくてよい財産）が年度中に
どのように増減したかを、①財源、②資産評価差額、③無償所管替等、④その他に区分して表示したものです。

③　その他の業務費用

④　移転費用

２　財源

一般会計等

項目の説明

概 要

－3－



（３）資金収支計算書（令和6年4月1日から令和7年3月31日）

（単位：百万円）

（注）うち、地方債等支払利息支出

※四捨五入したため一致しない部分があります。

　利払後基礎的財政収支は、公債費を賄う財源となるものですが、一般会計等ベ－スで26億円、全体ベー
スで39億円、連結ベースで35億円でした。

336 1,228 1,267

イ-①業務支出 ： 行政サービスを行う中で、毎年度継続的に支出されるもの
　　　　　　　　　　（人件費、物件費、補助費、扶助費など）

イ-②業務収入 ： 行政サービスを行う中で、毎年度継続的に収入されるもの
　　　　　　　　　　（市税、保険料、使用料、手数料など）

ロ-②投資活動収入 ： 公共施設の資産形成の財源に充てられた補助金収入、土地などの固定資産の売却収入など

ハ-①財務活動支出 ： 地方債や借入金などの元本の償還

ハ-②財務活動収入 ： 地方債や借入金の収入

イ-③臨時支出 ： 行政サービスを行う中で、臨時的に支出されるもの（災害復旧事業費など）

イ-④臨時収入 ： 行政サービスを行う中で、臨時的に収入されるもの
　　　　　　　　　　（資産の売却に伴う収入など）

　令和６年度は、一般会計ベースで△2億円､全体ベースで△12億円、連結ベースで△29億円の資金が変動
し、期末資金残高は、一般会計等ベ－スで18億円、全体ベースで107億円、連結ベースで156億円になりまし
た。

ロ-①投資活動支出 ： 公共施設や道路整備などの資産形成、投資や貸付金などの金融資産形成に支出したもの

２　前年度末歳計現金残高 2,000 11,883 18,593

４　本年度末歳計現金残高(１＋２)

0 -98

1,760 10,680 15,558

３　比例連結割合変更に伴う差額 0

１　本年度資金収支額(イ＋ロ＋ハ) -239 -1,203 -2,937

(ハ)財務活動収支（②-①） -2,841 -5,132 -6,464

①財務活動支出

②財務活動収入 6,207 8,462 8,704

9,048 13,594 15,169

②投資活動収入 5,459 6,655 7,096

2,601 3,929 3,528利払後基礎的財政収支(イ＋ロ)

(ロ)投資活動収支（②-①） -466 -3,793 -5,470

①投資活動支出 5,925 10,448 12,565

(イ)業務活動収支（④-③+②-①） 3,067 7,722 8,997

①業務支出（注） 100,091 132,137 182,365

　資金収支計算書は、１年間の資金の出入りを、現役世代に対する「業務活動収支」と、将来世代
に対する「投資活動収支」と、将来世代が負担すべき「財務活動収支」という三つに区分した計算書
です。

項目 一般会計等 全体 連結

②業務収入 104,844 141,545 193,051

④臨時収入 0 2 4

③臨時支出 1,686 1,689 1,693

５　本年度末歳計外現金残高 165 165 175

６　本年度末現金預金残高(４＋５) 1,926 10,845 15,733

項目の説明

概 要
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